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１．緒言

近年，中国では，飲食知識が足りないため，生活習
慣病が起こっていること 1）や，小中学生の食事と栄養
状況が好ましくないこと 2），また，飲食習慣が望まし
くないこと 3）が明らかになり，教育現場における飲食
教育の必要性が求められてきた。
中国の小学校では家庭科という授業は設置されてい

ない。しかし，江蘇省南京市の小学校には授業科目と
して，「労働と技術」が設置され，教科書には「家政」
という内容が含まれている。2017年の夏から，新し
い教科書が編纂され，「家政」の内容も更新されてい
る。このような変容をみると，「家政」の内容は次第
に重視されてきていると言えるだろう。
本研究では，南京市の小学生の食生活の実態に焦点

を当てて報告する。また，本研究の中で使用している
「食」は中国語では「飲食」を意味し，ここでの食生
活は中国の飲食生活を指している。

２．先行研究

陸は2003年から，学校で食生活の内容を教える研
究を始め，学校での「科学飲食」の課程が必要だと提
唱した 4）。そして，2004年に，小中学校での「健康飲
食」授業のテキストについて論文を発表した 5）。また，
2005年，小学校には積極的に「健康飲食」課程を設
置し，「健康飲食」課程を計画的に施行すべきである
と指摘した 6）。2010年，陸と上海の小学校の校長が中
国の小学校で初めて，小学校飲食栄養教育教材を使用

して，「小学飲食栄養教育」の開発と実施について，
論文を発表した 7）。このように，中国国内でも，飲食
教育の必要性が問われるようになってきた。
皮・赤松は中国では，子どもに対する食生活に関す
る教育は，学校教育ではあまり行われていないが，近
年限られた東部地域では食知識についての教育が始
まっていることを明らかにした。また，中国の飲食教
育は食知識，食品安全意識，食品の選択などの向上を
目指すと考えられており，義務教育段階の素質教育に
組み込もうとする傾向が見られ，栄養，健康及び社会
の食品安全状況などを考えると，飲食教育を全面的に
実施・推進する必要性があると述べている 8）。また，
中国版の食育の発端は小学校における飲食教育であ
り，学校での食育指導は理論的な知識と実践的な活動
のつながりを考えながら，体験的な活動を授業に取り
入れることを提言している 9）。
2014年，魏・貴志は中国の家政教育に焦点を当て，

中国の「総合実践活動」の内容の一部に「家政」の項
目があり，家庭生活に目を向け，生活と社会のつなが
りを考えさせる内容がおかれているということを明ら
かにした 10）。また，調査した浙江省の大成小学校では
「総合実践活動」の時間と「学校裁量時間」を利用し
て，6年一貫の「家政教育」を実践していることは，
中国の小学校の中で希有な取り組みともいえるが，そ
の一方，制度の枠を活用したカリキュラムの編成は，
中国の小学校において家政教育普及の可能性があるこ
とを示唆していると述べている 11）。
以上の先行研究から，家政教育や食生活の内容を学
校教育に取り入れることが可能であり，これからの学
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校教育で求められている重要な内容でもあると考えら
れる。

３．研究目的

江蘇省南京市の小学校には日本の家庭科に類似して
いる授業科目として，「労働と技術」が設置されてい
る。「労働と技術」には「家政」という内容が入って
いる。本研究では，中国江蘇省南京市の小学生の食生
活の実態を明らかにし，「家政」の学習内容を再検討
するための資料とすることを目的とした。

４．研究方法

４．１ 調査対象地域と調査校
南京市は中国の東部に位置し，江蘇省の省都であ

り，政治，経済，文化の中心である。長い歴史を持
ち，世界遺産に登録されている明孝陵をはじめとした
様々な観光地があり，中国 4大古都の一つである。ま
た，全国の重要な科学研究教育基地と総合的交通の要
衝でもある。
今回の調査対象は中国江蘇省南京市の公立小学校の
5，6年生である。調査対象校の公立小学校 3校には，
「労働と技術」の授業が 3年生からおかれ，3年生で
はその学習内容として「紙工」（紙を折ったり，切っ
たりすること）を扱っている。「家政」の内容は 4年
生から 6年生に組み込まれている。

４．２ 調査時期と方法
2018年 1 月に小学校の先生と友人を介して依頼し，
調査協力を得た。1 ～ 2月にかけて，担任宛に調査
用紙を送付し，小学校 5，6年生865名を対象にアン
ケート調査を実施した。記入後，日本へ返送しても
らった。

４．３ 調査内容
調査内容は食習慣，調理用具と調理方法，食に関す

る知識，家事への参加意欲，「労働と技術」の授業に
対するイメージなどである。

５．結果及び考察

５．１ 食習慣
食習慣については，朝食の摂取状況，平日の昼ごは

んを食べる場所，夕飯を食べる相手，間食，好き嫌
い，食生活の自己評価などを質問した。

朝食の摂取状況については，毎日朝食を食べている
子どもは約89 ，食べていない子どもは約 1 であっ
た。この結果から，南京市の小学生の朝食の摂取状況
は良好であることが分かった。平日の昼ごはんを食べ
る場所については，約93 の子どもたちが学校の食
堂を利用したり，弁当を持参したりしている。夕飯を
1人で食べた子どもは約 3 で，ほとんどの子ども
は親や祖父母と食べている。間食の好みについて，
「クッキー・ケーキ・チョコレート・キャンディー・
清涼飲料水・牛乳やヨーグルト・果物・アイスクリー
ム・他」から子どもに複数回答させた結果，5，6年
生ともに「牛乳やヨーグルト，果物，アイスクリー
ム」を上位三位にあげた。「食べ物の好き嫌いがある
か」について，5，6年生ともに「あまりない」と回
答した子どもは約60 であった。また，「自分の食
生活は健康ですか」の質問について，約94 の子ど
もは自分の食生活は健康だと回答した。「とてもそう
思う」と回答した 5年生は44 2％に対して，6年生は
34 5％であった。6年生より，5年生のほうが自分の
食生活の現状の評価が高かった。

５．２ 調理用具と調理方法
調理用具の使用経験と使い方，調理方法をどこで

習ったか，調理手順などについて質問した。
調理用具について，「包丁・まな板・ピーラー・フ

ライパン・鍋・泡立て器・しゃもじ・玉じゃくし・フ
ライ返し・炊飯器・電子レンジ・コンロ」の使用経験
の有無を質問した。図 1に示すように，泡立て器以外
は多くの子どもが使用経験を有していた。5年生のみ
コンロの使用経験ありと回答したものが半数にとどか
なかった。「包丁・まな板・ピーラー・フライパン・
鍋・泡立て器・フライ返し・炊飯器・電子レンジ・コ
ンロ」の使用経験は，5年生より 6年生のほうが有意
に高い結果となった。6年生は「労働と技術」の授業
で調理に関する内容を教わっており，宿題として，家
での調理実践があったということが考えられる。
調理方法はどこで習いましたかと質問したところ，

図 2に示すように，6割以上の子どもが調理方法は家
で習ったと回答した。しかし，5年生は授業でも家で
も習っていない割合が 6年生より多かった。また，6
年生は 5年生より，学校で習ったことが有意に多かっ
た。これは「労働と技術」の授業で食に関する内容を
学習するのは 6年生の第一学期であることが要因であ
ると考えられる。5年生は「労働と技術」の授業で学
習していないが，「調理方法はどこで習いましたか」
について，「学校」と「どちらもある」と回答したこ
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さらに，「家政」内容の好感度と料理を作る意欲を
クロスした結果は，図 9に示すように，「家政」内容
が好きと回答した子どもは料理を作る意欲が高いこと
が明らかになった。
「労働と技術」の学習が将来役立つかについて，4
段階で回答させた。「とてもそう思う・そう思う」と
回答した 5年生は92 1％，6年生は86 8％であり，5
年生の方が役立ち感を肯定していた。6年生は進学の
ため，受験科目を重視し，進学科目ではない「労働と
技術」の授業に対しては役立ち感が希薄になってし
まっていた。しかし，将来の生活の自立のためには生
活の知識や技能を習得しておくことは必要であるの
で，子どもたちに受験科目でなくても学習の重要性を
認識させる手立てを工夫する必要がある。

６．まとめ

1） 食生活の実態については，南京市の小学生の朝食
摂取状況は良好であり，多くの子どもが自分の食
生活が健康であると評価した。

2） 調理手順の正答率が 3割以下で，調理手順の理解
が不十分であることは，調理の手順を学ぶ実践的
な活動を導入したりすることが必要であると考え
られる。

3） 食に関する知識の回答について，学習した 6年生
は未学習の 5年生より正答率が高く，学習した効
果があると言えるだろう。

4） 子どもは家事への参加意欲が高いこと，6年生の
方が多様な食生活に関する家事の手伝いをしてい
ることが明らかになった。また，「家政」の内容
の好感度が高い子どもは，家事の手伝いや料理を
作る意欲が高いことが判明した。

5）「労働と技術」の授業に対する意識では，「家政」
の学習内容が好きと回答した子どもが多く，「労
働と技術」の学習の役立ち感を肯定していた。

以上のことから，生活の知識や技能は子どもたちの
健康に密接に関連するにもかかわらず，子どもたちの
食生活に関する知識や技能，実践度は低率である。し
たがって，既存の授業の中に組み込みながら，指導を
より充実して行くことが必要であると考える。

７．今後の課題

子どもの調理手順や栄養知識の定着度が低いことが
現状であり，その原因を探るには，実際に学校の授業
では，先生たちがどのように食知識を子どもに教えて
いるのかを明らかにする必要があると考える。そのた
め，現場での授業実践を参観したり，教師へのヒアリ
ングをする必要があると思う。
また，知識を定着するには，授業における実践的な
活動も取り入れるべきである。そのため，南京市の小
学校の食生活に関する実践的活動の取り組み状況を調
査し，「労働と技術」の授業に取り入れる可能性を検
討することを考えている。
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要旨: 本研究は江蘇省南京市の小学生の食生活の実態を明らかにし，「家政」の学習内容を再検討するための資料と
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